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色調： 

PartA（主剤）：白色 

PartB（硬化剤）：黒色 
 

混合後の状態： 

灰色のパテ状 
 

塗布方法： 

ヘラ、コテ 
 

密度と荷姿： 

PartA（主剤）：  1.25kg/ℓ  300g/缶 

PartB（硬化剤）：1.02kg/ℓ   100g/缶 

混合後：            1.18kg/ℓ 
 

施工量： 

被着体及び施工目的によって異なります 

標準 1.0㎏/㎡を滑らかに塗布してください 
 

混合比（重量比）： 

PartA（主剤）：PartB（硬化剤）＝3：1 
 

可使用時間(ポットライフ)： 

２時間（at 20℃） 

温度によって変化します 
 

硬化時間： 

24時間（at 20℃） 

温度 20℃未満の場合、硬化時間は長くなります 
 

作業可能温度範囲： 

5～40℃ 
 

使用温度範囲 

 －40～120℃ 
 

引火性： 

 硬化前:引火性なし 

 硬化後：引火性なし 

 

燃焼性 

 硬化前：可燃性 

 硬化後：可燃性 
 

 

 

  

「ニッショウ SPエポ」の特長 
「ニッショウ SPエポ」は、ポリサルファイド骨格(-

SS-)を結合母体としたポリサルファイド変性エポキ

シ樹脂を主剤とし硬化剤を混合して重合反応する

二液タイプのパテ、接着剤およびシール材です。硬

化後、弾性体となり従来のエポキシ樹脂の欠点で

ある脆さが改善され被着体に強い接着性がありコ

ンクリート、木材および金属の接着、シールに使用

されます。 

硬化後、柔軟性、耐衝撃性、接着性、耐薬品性、防

食性及びガスバリア性に優れた特性が得られま

す。 

また、無溶剤で、化学反応で硬化する為 肉やせが

なく硬化後の変形がありません。 

「ニッショウ SPエポ」は、二成分を混合後、金属及

び木材等の穴埋め、隙間充填等の補修材として最

適です。 

特に錆びて穴だらけの金属の場合、錆転換剤（ニッ

ショウマグネタイト RC）を併用することにより錆の再

発を抑制し強固な構造性能を維持し再生します。ま

た、部分的にボロボロに朽ちた木材も補修可能で

す。 

●金属、コンクリート、木、陶磁器、各種プラスチッ

ク等の接着およびシール材に最適です。 

 

●金属、コンクリート及び木材の凹凸、腐食部の再

生補修ができます。 

 

●必要に応じて調色が可能です。 

 

●柔軟性がありで接着性が強く摺動部への使用が

可能です。 

 

●ポリエチレン、ポリプロピレン、軟質ビニール、フ

ッ素樹脂、ゴムには接着しません。 

 

●貴金属や高級価格品及び食器には使用しない

でください。 
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「ニッショウ SPエポ」の物理的性状 

接着性(せん断接着性) 

  乾燥モルタル      4MPa 

 湿潤モルタル          3MPa 

 湿潤コンクリート               2MPa 

 金属 鋼鈑      6MPa 

    ステンレス   6MPa 

    アルミ板                    5MPa 

    ニッケルメッキ     5MPa 

  

 柔軟性・耐衝撃性 

 伸び                                             30～50% 

 耐衝撃性                                   6Kg・cm/cm 

 屈曲性(マンドレル 20mmφ)異常なし        

 

耐薬品性(溶剤、薬品に 14 日間×20℃浸漬後の重量膨張率) 

 エタノール         5% 

 トルエン                                   12% 

 水                                                     1% 

 水酸化ナトリウム 10%水溶液  2% 

      硫酸 10％水溶液                   1% 

 

ガスバリア性 

 水蒸気透過率                          0.80g/㎡/day 

 酸素ガスバリア性                0.50g/㎡/day 

 二酸化炭素ガスバリア性 0.80g/㎡/day 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

使用説明 

１． 前処理 

下地処理を行います。下地は乾燥状態としてください。 

表面の油分やホコリ等を除去し、必要に応じて被着体の表面改質(プライマー処理)を施します。 
 

 

２． 計量及び混合 

予め必要な使用量だけ、PartA（主剤）と PartB（硬化剤）を測り取ります。スプーン等で取り出す場合

は、PartA（主剤）・PartB（硬化剤）それぞれ別々のスプーンを使用してください。 

全量使用する場合は、PartA（主剤）に PartB（硬化剤）を入れ、ゆっくり十分に混合します。 

容器の縁や隅もすくうようにして完全に混ぜ合わせてください。 

  

 

３． 塗布 

使用場所に応じてヘラ、コテ等で塗布してください。 

充填は隙間のないように詰め込みます。充填後コテで表面を仕上げます。 

 

 

４． 硬化 

室温 2時間程度で初期硬化しますが（可使時間 2時間）、実際の使用は一昼夜放置します。 

温度によって硬化時間は変化します。 

温度が高いと早く、低いと遅くなります。 

  

 

５． 仕上げ 

硬化後、必要に応じて仕上げ塗装を行います。 

 

 

６． 使用器具などの洗浄 

使用したヘラ、コテ、刷毛等の洗浄は塗料用シンナーで可使用時間内(2時間)に洗浄してください。 

 

 

 

注意事項 
 

＊PartA（主剤）と PartB（硬化剤）の混合が十分でないと効果が不十分になり接着不良となります。 

＊混合後は付着し硬化すると除去出来ませんのでご注意ください。 

＊混合に使用した器具はなるべく早く溶剤で洗浄してください。 

  

 

 

※本資料の技術データは規格値ではありません。 
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